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１．ジョージア⼯科⼤学での研究活動 
  私は、ジョージア⼯科⼤学で、「In Vitro Assessment of MitraClip in Functional Mitral Regurgitation」と
いうテーマで、⼼臓⾎管系の研究を⾏いました。 

⼼臓の左⼼系は僧帽弁(mitral valve)という弁で仕切られています。この僧帽弁が⼼房細動、左⼼房拡⼤、
左⼼室機能不全などにより、うまく閉鎖しなくなる、僧帽弁閉鎖不全症(mitral regurgitation)という病気があ
ります。僧帽弁閉鎖不全症は、その原因が左⼼房と左⼼室のどちらにあるかによって、aFMR、vFMR の 2 種
類に分けて考えるのが最近は⼀般的となっています。 

治療法としては、僧帽弁形成術という外科的⼿術が第⼀選択ですが、MitraClip というクリップが 2016 年
度より使われるようになり、開胸⼿術のリスクが⾼い⼈は、経カテーテル的に治療することも可能になりまし
た。⽇本でも 2018 年に認可され、臨床の現場で使⽤されるようになりました。2020 年には MitraClip に 4 種
類の異なるサイズのものが製造されるようになりました。この異なる 4 種類の MitraClip によって得られる治
療成績が、症状の由来や程度によってどう異なるかを in vitro に(⽣体外で)調べるのが今回の研究のテーマと
なります。 

具体的な研究⼿法としては、ブタの僧帽弁を取り付けた、左⼼系シュミレーターを作成し、弁に張⼒を加
えたり、切り取ったりすることでさまざまな病態をシュミレーター内で模倣しました。このとき、⾎圧、浸透
圧などはできる限り⽣体内に近い環境に設定しました。データは、弁尖同⼠が触れる部分の⻑さ、弁が閉じる
前後の圧⼒差、弁の開港⾯積、流速、左⼼房圧、左⼼室圧などをエコーを⽤いて測定し、分析しました。 

残念ながら、どのサイズが最も成績が良いかについては、有意差のあるデータを得られませんでした。し
かし病態によってどのサイズが最適かは変わってくることはわかったので、研究を細分化してさらに⾏うこと
によって、将来的には⼀⼈⼀⼈の患者さんの病態や体質に合わせて最適な MitraClip のサイズを選ぶことがで
きるのではないかと期待されます。 
２．研究活動における⽇⽶の違い 

私は⽇本では授業以外で研究、実験⾃体をやったことがなかったので、⽇本のラボと⽐較することは
難しいですが、確実にアメリカの研究室の⽅が資⾦が潤沢で設備が整っていると感じました。東⼤では⾒たこ
とがないくらい、ラボの建物⾃体、そして研究室の中が綺麗で新しく、最新の機械が多く置かれていました。
そして、私の⾏った Dasiラボは男⼥⽐が 1:1 で、インドや韓国など海外からきている PhD学⽣も多くいて、
多様性の認められた環境だと感じました。普段は、班に⼥⼦は⾃分だけなのが普通、先⽣も TA も男性ばかり
だったので、そういった⾯では、アメリカの⽅が居⼼地が良いと感じました。また、熱⼼な学⽣が多く、遊び
に誘われたときに「課題があるから今⽇は⾏けない」と断っている場⾯を何度か⽬にし、⽇本ではあまり聞い
たことがなかったので驚きました。授業に出るのはもちろんのこと、授業外でも学部 1 年⽣からラボに顔を出
していたり、課題にも全⼒投球な学⽣が多く、⾮常に良い刺激を受けました。 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 

私は、アメリカには住んだことがあったのですが、ミシガン、ボストン、ニューヨークと北部の街ば
かりだったので、初めての南部でした。北部と南部では、歴史的な違いから政治的そして⽂化的に⼤きな違い
があるので、そういった意味では完全にはお互いに分かり合えないところはあるのではないかと、少し⾝構え
てアトランタに向かいました。ですが、そんな必要は全くなく、むしろ尖ったニューヨーカーに⽐べたら暖か



くてフレンドリーなアトランタの⼈々の優しさに本当に驚きました。治安も Midtown はあまり良くないとさ
れていますが、⽇が暮れてからは⼀⼈で歩かないこと、できるだけ⼈と⼀緒にいるようにすることを意識して
いれば、特に怖い思いをすることはありませんでした。もちろん油断するのは良くないですが、アメリカとは
そういう国(⾃由が保障されている代わりに安全は保障されない場所)なので、そこらへんはどちらを⼤切にす
るかの価値観だと思います。私は圧倒的な⾃由があるゆえ、どんな個性も受け⼊れられ、価値観を押し付けら
れることがないという点で、多少安全⾯のリスクが伴ったとしても、⽇本でよりもアメリカの⽅が⽣きやすい
と感じました。嫌だったことや困ったことは特に思い当たりません。本当に毎⽇楽しくて、充実した⽇々を送
ることができました。 
４．本プログラムに参加の成果・意義 
  中⾕ RIESに参加して得られたものは、アメリカで⽣きていけるという⾃信と、研究へのポジティブな気
持ちです。もともと将来はアメリカで就職したいと思っていたのですが、家族や友達がいる⽇本を離れるのが
怖いという気持ちもありました。ですが、中⾕ RIESを通して、⽇本を離れて、家族と離れて、⼀⼈で⾝の回
りのことをやって新しい⼟地で⽣活できたということ⾃体が私にとっては⾃信になりました。⽇本⾷はほかの
フェローがごちそうしてくれたとき以外は⾷べなかったし、アジアンマーケットでもほとんど買い物していま
せんが、そんなに恋しいなと思うことはありませんでした。 

また、⽇本では臨床に進むこと以外考えたことはなく、研究は学⽣のうちに体験だけしてみようという程
度の気持ちだったのですが、Shelley と研究をしたことで考え⽅が変わりました。私はもともと保守的で慎重
な性格なところがあって、⾃分では⽋点だと思っていたのですが、Shelleyに「わかなはよく観察して、確認し
てからしか動かないから、いろいろ任せても⼤丈夫だと思える」といったことを⾔われて意外と細かい地道な
作業も向いているのかもしれないと思いました。⽇本には私よりも丁寧で器⽤な⼈がたくさんいるので、適当
でおおざっぱな⼈が多いアメリカだからこそ評価されたという⾯が強いとも思いますが、研究に対して前向き
な気持ちにはなれました。帰国しても、それまで興味が持てず適当にやっていた実習に積極的に参加するよう
になりました。 
５．その他 

財団には、何から何までお世話になり、本当に感謝しています。特に⼩川さんは現地までついてきて
くださり、ありがとうございました。そして、⼀緒に⾏ったほかのフェローたちもみんな優秀で、⾯⽩い⼈ば
かりでたくさん⼀緒に時間を過ごせて楽しかったです。 

また、関係者以外でこれを読んでいる⼈がいるとすれば、これから応募する⼈たちだと思います。私
も⼀通り報告書を読んでから応募を決めました。犠牲になったものがなかったといえば嘘になります。⼤学に
参加を反対されたこと、東医体に出られなかったこと、ほとんど休んだことのない、⼤好きなお仕事から 5 週
間も⽳をあけてしまったこと、⾊々とありましたが、それでも絶対に中⾕ RIESを選んでよかったと思ってい
ます。この経験は、他には変えられないものだし、帰ってからもアメリカで受けた刺激、もらったエネルギー
が私を前に突き動かしていると感じます。勇気を出してぜひ応募してみてください。 

 
 


